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未来塾なが⑫新聞 in~I司
県教委の高校生向付キャリア教育「未来塾

ながの」で昨年 11月 17～23目、県内の高校
生46人が韓国を訪れました。首都ソウルを中
心に、ホームステイや学校訪問などを通して
同世代と交流した生徒たち。中信地方の生徒
たちが書いた記事を紹介します。

私 たち長野県高校生訪韓研 を大切目ると聞いだことがあっ
修団は 11月18目、禁頭山 たが。それはこうして無理やり

（オドウサン）統展望台を訪 離れば左よれlこされてしまって会
れましだ。漢江（／＼ンガン）と い芝くても会え芯いつらさをよ
臨津江（イムジンガン）という ＜理解しているからなのでは、
三つの大き怠川がこの建物の前 と私Id:思っ定。
を流れ、その向こう｜こ北朝鮮を この展望台を訪れ、あらだめ
見ることができる。私だちが訪 近 て自分がどれだけ恵まれだ環境
れだ時｜忍天気がよく、対岸1こあ く 巴いるのか実感しだ。家族はい
る北朝鮮を肉眼で見ることがで ア つもそば｜こいるし、大切に思う
き芝。 1麗 人は会える距離1こいる。そう考

「昔は1つの固だったが、分 （.＼ えるともっともっと自分の周り
断され、大切な人と離ればなれ 固 の人々を大切Cしなければなら
！こなってしまった。こうした人々 ないと思つだ。
が、うれしいことや悲しいこと 日本と韓国は 「近くて遠い国」
があっ芝とき、そして、その人 と言われているが、それは北朝
のことを思い出したいときlここ 鮮と韓国こそ、そうなのだと思っ
こを訪れる」 。ガイドさんはこ だ。韓国と北朝鮮の関係がよく
う話しだ。 怠ることを願う。
韓国の人々は自分の周りの人 （梅本君香・松本美須々丘高校1年）
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話できなかつだがそれでも心はとて
も満芝されだ。そこで気づかされだ
のは、人とのつながりは言葉芝けで
できているものでは怠い、1［；－ででき
ているものだということだっ定。
もう一つの出来事は訪韓団のみん
なと出会えだことである。韓国｜こ行

之 くまで3回しか顔を合わぜてい芯かっ
之 だ私だち。出発の臼もあまり打ち解

ろ けられてい怠い状態からの緊張した
で スター卜であつだ。しかも 週間とい
っぅ短い期間。こん怠lこ短い中でと

な 思ってい乏が終わっ芝合、短い中で
か．も大親友！こ左よれること｜こ気づい芝。

る 出会えて本当1こよかっだと思う。
こうした出来事から、｛中を深めるの
c言葉や時聞は関係なかっだ事巴気
づい芝。合回の経験を生かし、人との
つながりを大切lこし芯がら合後の人
生｜こ生かしていきたい。

（林菜月・松本県ケE高校1年）

人 と仲良＜怠るの凶要怠こと
とは伺だろうか。私は、少なくと

も「たくさんの会話や時間を共巴する」
ことが大切だと思ってし1「た」。しかし
合固の訪韓での二つの出来事でそ
の考えは変わつだ。

つ目は韓国の高校生と触れ合つ
だことである。地元の高校生｜こ世界
遺産を案内してちらつ芝り、高校の授
業体験、ホームステイをしだりさせて
もらつだ。
もちろん、日本語が通じる訳では怠
い。韓国語はほとんどできない。私Id:
不安でだまら怠力、つだ。そ九なネガテイ
ブの渦｜こ巻き込まれていだ私だが、
いざ交流してみるとそんな気持ちは
瞭だつだかのよう｜こ感じるほど、楽し
い時間だっ定。
あちらわち積極的！こ声をわJttてもらっ
たし、気遣いもたくさ九してもらった。
実質私は、あいさつ程度の韓国語と
片言の英語、シ、工スチャでしか会•. -・ ．・・・..............................................................................................................................－．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．． ． ． 

のチョコレ トやふりかけ、ア、ソプル
パイのほか、韓国はとても寒い国だ
からと防寒対策として力イ口をプレゼ
ン卜しましだ。家族の方は日本のもの
をとても喜んでくれ、うれしかつだで
す。韓国のこともとても深＜聞くこ

とができましだ。
1泊2日という短い期間芝つだけれ
ど、大きな勉強lこなりましだ。舎は政
治的広理由で日韓関係は決して良
＜芯＜、韓国の人を悪＜思っている
人もいるけれど、直接韓国の人と話
をして、一緒｜こ過ごしてみると、その
気指ちは変わると思います。
韓国の人だちは何事lこも積纏的で
社交的です。反対巴日本の人だちは

人 人｜こ対する言動が丁寧だと
感じましだ。隣国の人間同士、互い
の良いところ悪いところを尊重しあ
えれば、これから先良い関係が築
けるのでは怠いかと思いましだ。

（木村夢・南安曇農業高校2年）

私 たち研修団は韓国を6日間訪
れ、伝統文化や食を堪能してき

まし定。私｜ことって特｜こ印象深＜、1[;-

Z残つ芝ことをリポートし芝いと思い
ます。
11月21、22日の2日間、私たちは真 司

乾高校の生徒の家lこホムステイし ...... 

ました。私のホムステイ先の女子 同
生徒はとても社交的で、分から芯い k 
ことがあれば優しく教えてくれまし i I 
た。とてもフレンドリーで、私はすぐlこ I 
なじむことができまし定。 指
私は小学5年生から韓国語の勉強 ~ 

をしてきましだが、韓国の万と実際に 盃
会話ができ、とてもうれしかつだです。 チ
ショッピングモ JI／＇－ 連れていってく 語
れ芝り、私巴帽予をプしゼン卜してく し
れ芝りととてもうれしかつだです。さ
ら｜こ、ホームステイ先のご家族の万

巴は、たくさんのプレゼントや夕食を
いだだき、本当lこ素晴らしいおもて
なしを受けました。
私はホムステイ先の家族巳、日本．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・’ー．・ －．
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その後、とあるサングラスをかけ定

おじさんが私芝ちの前巴立ちまし定。
決して流暢ではない英語で「南と北
｜芯同じl人々も国もつ巳怠るだろうリ
と宣言すると拍手がおき、そのおじ

さんは去っていきましだ。
緊張の続＜韓国と北朝鮮ですが、

こうしだ思いがあれば、南北統 も
かなうのかもしれない。そう思える
体験でしだ。

（武田愛美・明科高校1年）

韓 国巳着いて2日目。私たち悶 南
ドウ山統 展望台ヘ行きましだ0 :ft 

この展望台は韓国の北端lこあり、北 館

朝鮮を一望できる場所です。北朝鮮 ー’

を本当lこ近＜｜こ見ることができ、思つ "' 
てもみない、良い経験巴怠りましだ。 面
しかし、実際巴北朝鮮を自の前巴し お
て、「核兵器を持っている可能性のあ 阿

る危険な国がこん芯近＜Iこあるなん 臨
むと恐怖感を蛍えだのも正直な感 立
想です。 司・
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牟．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一 －． ． ． 
訪 韓研修では、韓国防る日本 堕
I.I企業の訪問や、韓国の伝統文 由

化体験ぢどなど、だくさんのことを 苦
学びました。そこで私はあることlこ ’ヲ
気がつきましだ。韓国の人だちはとて 去
も明るく、初対面の私たちの前でも 梱

遠慮する素振りを 切見せず、 緒 (. ¥ 

lこいるといつの筒！こか輸の中巴入つ な
てい定。そん芯ことが多々 ありましだ。 lJ-

日本人｜こは、ここまで活発で勢い ら

のある人はあまりいませんし、初対面
だと恐る恐るといった行動が目立ち
ます。しかし、どちらかが良＜、どちら
かが悪いわけではなく、互いlこ補い
合いながら大き主主ちのを目指す。そ
んなことができると強＜感じましだ。
韓国の人たちはとても平和的で、な

｜こより日本のことを愛してくれてい
る、ということが分かりましだ。

（武藤壮平・穂高商業高校2年）
． －．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・． ． ． 
私 時固の訪韓研修で番印象

深かつだことは、オドウサン統
展望台の見学です。韓国からはK-PO

Pや食べ物芯ど多くの文化が日本｜こ
伝わっていますが、北朝鮮という国
は地図以外では見定ことが芯＜、全

＜想像がつきませんでしだ。ここ巴着 ” 
いだ時、望遠鏡怠どでのぞかなくて 包
も北朝鮮が見えだことlことても驚き は
ましだ E」

南北旨事境界線という言葉をよく 警

聞きますが、漢江という川を挟んで ~ 
いるだけでしだ。漢江の一番広いJlllt 
幅は4.3キロて＼この距離だけで両

朝
国が休戦していると思うと、とても怖 a岨

い芯と感じましだ。 同

ま芝、北朝鮮Cid:木のない山かだく
さんありましだ。薪や畑を作る定め、そ
して逃亡をさせ芯いだめだそうです。
24時間見張られている、同じ人間芯
の｜こ自分だちとはかけ離れ芝生活を

送っていること｜こショックを受けまし

定。

そして、さきまでそうしを厳しい生活
の現実に目を向けないで「北朝鮮」
という名前を問いただけで差別的！こ
見てしまっていだ自分自身の愚かさ
を感じましだ。

私芝ちはここで、ベルリンの壁を模
した展示物を見ることが出来ました。
韓国と北朝鮮のことだけではなく、

世界｜司法「ベルリンの壁」のようなも
のがまだだくさんあると思います。
現在、日韓関係はあまりよく芯いと
よくE!Iこしますが、今回、韓国の高校

生と交流する中では全くそうした三こ
とを感じまぜんでしだ。私は、とても優
し＜自分｜こ接してくれる韓国の方々
の姿巳とても感動し、その姿を見習い
だいと思いましだ。そのだめ巳まず、

自分自身が持つ周りの人々への「こ
ころの壁」を芯くしていきだいです。
（成由美沙・松本美須々 ケE高校2年）

一．・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．－－－・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・．一．

相 修団の 員として韓国を訪問
した私は、この1週間でだくさん

のことを学びましだ。特｜こ印象巴残つ

定のは、日本大使館で外交官の方々 ー

から聞い左お話で寸。 口
外交官が話し芝り、私か実際｜こ見て 轄

感じだりし定韓国の人々の印象と、 閲
般的怠日本人が抱＜韓国の人々 係

の印象との閤lこ大き芯遣いがあっ ..-:-
だのです。 ーい韓国研修を終えだいま、私の抱＜ 姻

韓国人のイメジ｜ま「とても積極的 ~ 
かつ快活」。日本人巴対して攻撃的 ~ 
な態度を取るでもなく、とても親切 』

lこ、自分の使える英語や日本語を最
大限巴活用して私だちと意思疎通を
図ろうとしてくれましだ。それは学校

訪問やホームステイ、他のいろいろ
な見学場所でも強＜感じたことです。
それなの区、日本では韓国｜こ対して

悪い印象を持っている人が多い。外
交官の方は、インターネット芯どて＊世

間！こ流れる情報をうのみ｜こしてはい
けぢいと話し、「きちんと自分の頭で
考え、両国のことを見なければいけ
ない」と語ってくれましだ。
韓国と日本はこれからも互いに、あ
らゆる面で協力していかなくてはな
らない固です。広い視野で互い｜こ接
し、知り合い、歩んでいか怠ければ
いけ芯いのでは主よいか。そん芯思い
を強＜しましだ。
（車問某il~lB·松本県ケE高校2年）

． ・一 一．・ー．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．・ 一．

A 回の韓国研修で私が目標とし
回， だのは、韓国語で現地の方と

会話することでしだ。小学生の頃か
ら韓国ドラマを見て、中学生のころか
ら独学で勉強し定自分の韓国語の
力がどれくらい芯のか。確かめてみ

・芝力、つだのです。
現地の高校生と交流する機会は、
世界遺産・水原華城の見学と、真乾

高校への訪問・ホームステイがあり
ましだ。その中で最も印象深かつだの ~ 

は、水原禁城を緒lこ見学しだ現地 語
の女子高生との交流です。
ひとりひとり！こ韓国人がついて、ぺ
7で交流するのは、人生初めての経

験でとてもわくわくしていましだ。ぺ
アlこなつだのは一つ年上のジユウン
というきれいなお姉さんで、少しで
すが日本語を一生懸命lこしゃべって
くれましだ。私の中で、韓~の学生は
とても積極的でパワフルなイメージ、

があつだのですが、まさ｜こその通りで
しだ。

ジユウンとは鍔きなアーテイストガ
同じだっだりして話がとても合って、
とても楽しかったです。お互いのこと
lこついて、慣れ主主い言語で話すのは
大変だったけれど、とても新鮮で自
分の言葉が伝わつだ時のあの感動
は忘れられまぜん。 緒巴いだのは
ほんの4時間ほどでしだが、お別れ
の時間巴は泣いてしまいましだ。

り
告
え
定
感
動
財
産
12 

あの時の涙はお別れがさみしいと

いうことだけで芯＜、ジュウンlこ出
会えたこと、自分の言葉が伝わった
うれしさ、いろんな自分の収穫が実つ
だ証拠だと今感じます。
帰国しだ舎もよく連絡を取り合い、

ま芝いつか会おうねと約束をしてい
ます。それまで巴もっと韓国語を勉強

しだいです。
会は、韓国という国lこ悪いイメージ
を持っている人が多いかもしれませ
んが、それは表面的なこと芝けであ
るよう｜こ思えます。実際韓国lこ行って

みると、日本人を軽蔑した三りする韓国
人怠んて一切いませんでしだ。逆C
日本人｜こ興昧を持ち、いろんな質問
をしてくれ、たくさんのおもてなしをし
てくれましだ。
竹島などの政治的な問題で悪い

イメージを持っている方ちいるわもし
れまぜんが、少なくとも両国の学生
はすこし時間を共Cするだけでとて
も仲良くなることができます。です
から会回のよう芯研修機会がもっと
増えれば将来、日本と韓国が「近＜
て近い国」！こなる日も遠くは芯いか
もしれまぜん。
私は合回の研修を財産lこし、自分

の将来の夢の実現C役立てていけ

たらと思います。
（宮坂蘭・松商学園高校1年）

． 一．一・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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一人で缶バッジのデ、ザインを考え

ていると韓国の高校生だちが少しず

つ話しかけてくれだ。私は韓国語が

ほとんどわからないので答えられな

いこともあつだが、それでも英語や、

携帯電話の翻訳7プリを使って少し

ずつコミュニケーシヨンを取っ定。

突然、「努き芯キャラクターは何つ」と

聞かれだので、ミツキーマウスガ娼き

だと答えるとミツキーを描いだ缶バッ

ジをプレゼン卜してくれ芝のだ。とて

もうまく描けていて驚いだし、すごく

うれしかつだ。

今回の交流で、言葉の墜をあらを

めて実感しだ。韓国語が分からず、と

てももと、かしかった。今回交流しだ高

校生だちlこいつか会つだ時、ちっとコ

ミュ二ケーシヨンガ取れるよう｜こ韓

国語を勉強していきだい。

（有賀茜・松商学園高校1年）

’． ． ・ ー・－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・

4・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．一．一 ー． ． 
匂島たい風が吹き荒れ、凍てつく

l"P寒さが厳しい。首都ソウルから

約1時間。ここは京畿道坂州市内｜こ

ある北朝鮮｜こ番近い展望台、オドウ

山展望台だ。北朝鮮が目と鼻の先、

川を挟んですぐ向かい！こ見える。何

の変哲もない静かな場所である。

展望室の中から見る北朝鮮は木の

ない山や廃嘘がポツリと建っている

芝け。人が住んでいることが不思議

巴思えてしまう。展示室の説明｜こよ

ると、北朝鮮からわずか460mしか離 南
れてい怠い場所があると知りとても :It 
驚い芝。 。
1950年6月25日、北朝鮮からの砲 函

撃で始まった朝鮮戦争巳よって対立 て！
が生まれ、韓国と北朝鮮は分断され n 
てしまつだ。舎は北緯38度線を基Cし 刀

て軍事境界線（休戦ライン）がひかれ、 り

二国聞はこの境界線lこよって暫定 'El 
的lこ韓国と北朝鮮lこ分かれている。 え
二国はいまだ休戦状態のままであ る
り、いつ戦争が起きてもおかしくな 日
い状況下｜こ50年以上もおかれてい let 
る。

しかし、戦争が起きるようぢ緊迫感
は微塵巳も感じられなく、韓国国内

Id:穏やかで人々もあまり気lこかけて

いない感じ1了した。

韓国は経済発展lこより豊か芯国｜こ

なっ芝が、北朝鮮は独裁政治が舎も

なお続き、両国の国内総生産の差

｜忍大きく開いた。もともと一つの国

だったとは思えないほどC2国はそ

れぞれ独自lこ発展した。

展示室巴は北朝鮮の生活用品や

衣装が展示してあつだ。小学校の教

室を再現しだものもあり、北朝鮮の

過去の最高娼導者二人の写真が飾っ

てあつだ。それらはすべてテレビで見

だことのあるよう芯ものばかりで、
特区驚くことは広かったが、本当｜こ

このような暮らしをしているのかと

あらだめて思った。

帰りのパスの中、ガイドさんが、韓

国人は家族や親族、恋人との結び

つきが強いことを話した。それがな

ぜなのかと疑問｜こも思っていなかっ

芝が、ガイドさんは「いつ戦争が起き

て、家族ガバラバラ｜こ主よってもおわL
くないから、会家族といる時聞は本

当巴貴重。それを意識しているわちこ

そ、韓国では人と人との結びつきが

強いのです」と説明してくれだ。

実際｜こ北朝鮮と韓国でバラバラ｜こ

なってしまった家族がいることも知つ

だ。毎日当だり前巴家族がそろって暮

らぜることは本当lこ幸ぜ芯の芝と感

じだ。

パスの中から鉄条網越し｜こ、向こう

岸巳見えだ北朝鮮は僕の目｜こId:何
だかとても小さく、そして悲しく映つ

だ。

オドゥ山展望台を訪れたことで、北

朝鮮を間近lこ見ることができ、様々

主主北朝鮮の実情を聞くことができ

だ。南北の再統を願うこの展望台

の望み通り統 されるのは難しいと

思う。双万が互いを理解し合い友好

で平和的な関係を築ける臼はいつ

来るのだろう。

（丸山陸・松本深志高校1年）
一．・．．．．．．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．． ．．． ．．．．．．． ．．． ．．．．．．． ．．． ．．． ．．．．．．．． ．．．．．．．－
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相修5日目、私芝ちは人人遣

う家庭でホームステイをしまし

だ。私はチヨ・ヘインさんのお宅を訪 家
問し、家族とともに食事やDVD鑑賞 族
で交流を深めることができまし左。 恩
私がホ ムステイをして最初C思っ (,¥ 

芝ことは、韓国の人Id:本当巴家族思 な
い主さということです。リビングはちち 韓
ろん、個々の部屋、玄関、どこ巴でも 国
家族全員の写った写真が置いてあ の
りましだ。リビング｜こいる時も家族全 人
員が楽しそう！こ会話しているのをみ 々
て、韓国の家庭はあつだかいと感じま

しだ。

また、韓国の人は日本人と比べると

とても積栂的です。向こうからだくさ

ん話しかけてきます。そのおかげで、

お互い、相手の言語が理解できな

いのCゎηわらず、英語やジエスチTチー

でコミュニケーシヨンをとることがで
きまし定。

しわL伝えきれないこともあつだの

で、帰国したら共用語である英語を

もっと勉強して、いろいろな人と楽し

＜話せるようCなりだい、と強＜思い

まし芝。この経験を将来Cちつなげ

ていきだいです。

（宮本芽依・松本県ヶE高校2年）

A 回の韓国訪問で、私が番印

，， 象｜こ残っているのは、真乾高校 』tl
での交流と、ホームステイです。 ,,.. 

訪問前の私の韓国へのイメージは 芸
決していいものとは言えませんでし ♀ 
定。政治的｜こも対立しているというよ lllL 

う怠日々 の報道｜こ援し、私個人も「きつ 酬

と日本人をよく思ってい芯いだろう 亘
な」怠どと考えていましだ。 ょι
ところが真乾高校では、みなさん iヰ

ガ、初対面の我々lこ笑顔で接して＜ !!= 
れ、正直びっくりしまし定。しまい｜こは、 ．

ほかの教室からも人が集まってきて、 き
一緒巳記念写真をj最影したりしまし 富

士三。言葉はうまく話せまぜんでしだが、

気持ちで通じ合うことができるのだ

と感じましだ。

ホームステイでも、ホストファミリー

の方々がとても温かく、まるで本当

の家族のよう巴迎えてくれまし芝。

後で知つだのですが、疲れてソファで

う芝だ寝してしまつだ私に、そっと毛

布を掛けてくれ芝のは、韓国のお母

さん芝ったそうです。

国Id:遣って也、実際lこ会ってみれば、

お互いを理解でき、Jむの交流ができ

るのだと学びましだ。これを機会｜こ、

海外ヘ目を向け、世界中巴友達をつ

くりだいと思いました。

（土岐建仁・白馬高校2年）
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